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 築城 則子氏（遊生染織工房 主宰） 
「『凛としたまち』へ。北九州の人々がもつ気質を生かし、 

実直に守るべきは守り、かつ革新的なことにも挑戦していく。これが伝統となる。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「北九州の気質と風土を体現する小倉織」 

その土地の持つ風土と気質を現したものと

して、伝統工芸があります。北九州の伝統工芸

の一つが小倉織です。この小倉織は、織物のな

かでも特異な性質を有しています。それは、経

糸が多く、木綿の織物の中でも生地が丈夫でな

めらか、高品質な点です。 

経糸が多くなると、織が細かくなり織りづら

くなるのですが、これまで小倉織が、簡易な方

向に流れず、実直に守るべきものを守ってきた

ところに、このまちの気質が現れていると思い

ます。決して雅な世界ではなく、まさに「質実

剛健」という言葉が当てはまる。これまで引き

継がれてきたこの織物には、このまちに住む

人々の精神的なエッセンスが表れているので

はないでしょうか。 

このことは、市民性として、いつの時代も変

わらずに、「器用に変わることはできないけれ

ども、筋を通す気質がある」ことにも通じてい

ると感じています。 

 

「ものづくりの歴史と豊富な自然環境」 

この小倉織ですが、ご存じのとおり、一度途

絶えてしまいました。明確な理由はわかりませ

んが、繊維産業から重工業への転換が進められ

た中で、鉄を中心とした製造業のまちに代わっ

ていったのではないかと考えています。 

ただ、これまでを通して言えることは「もの

づくり」という環境は常にあったということで

す。私が小倉織を始めた後も、若い方々が様々

なものづくりにチャレンジしています。こうい

ったものづくりの精神は、このまちのポテンシ

ャルではないでしょうか。 

江戸期からの 300 年間を考えてみると、小倉

織を作り続けた先人たちには、生半可なことで

はぶれない、強い志がありました。小倉織は「粋」

だと言われることが多いですが、「心意気」の

「意気」という言葉にも通じているのではと感

じています。 

また、北九州市の持つ豊富な自然環境も大き

なポテンシャルでしょう。 

小倉織は緯糸が見えず、たて縞になるという、

制約が多く融通の利かない織物ですが、その限

られた中でもデザインとして情感を込めるべ

きだと常々思っています。その情感の源泉は、

やはりこのまちにある自然ではないでしょう

か。これほど身近に自然が豊かな大都市は他に

なく、作品を制作する中で、四季をどう映して

いくかなどを考えるとき、インスピレーション

の源泉はこのまちのいたるところに溢れてい

ると感じます。 
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「九州の玄関口であり、世界とつながるまち」 

北九州市は九州の玄関口であり、本州から来

る人々が必ず通るまちとしての自負を持って

いると思います。また、北九州の人々にとって、

関門海峡を通る船の往来は「日常の風景」と言

えます。海がすぐそばにあるまちに住んでいる

と、それがあまりにも当たり前の光景になり過

ぎていて、意識していないかもしれませんが、

北九州の人々が持つ、このまちと世界はつなが

っているという、「世界への目線」は、DNA の中

で、自然としみついているものなのではないか

と感じています。 

このような歴史や人々のもつ意識を考える

と、充実した港湾整備や北九州空港の 24 時間

化は当然の経過だと思いますし、今後はこれら

をより生かしていけるとよいのではないでし

ょうか。 

 

「『伝統』には、『守り』と『革新』が必要」 

時代は変化し続けているものです。伝統工芸

と聞くと古臭いというイメージもあるかもし

れませんが、伝統はその時代において革新でな

ければいけないと思います。 

なぜなら、守りばかりでは、伝統は駄目にな

ってしまうからです。革新的なものに挑戦し、

新たなものを取り入れていくことこそが、次の

時代の伝統として受け入れられていくのです。 

そういう意味で、これまで北九州市において

新しい分野に取り組まれてきたことは素晴ら

しいと思います。それぞれの産業に携わる皆さ

まが、新しいものを取り入れつつ、今までのも

のも守っていくことで伝統が形づくられ、今の

北九州市があるのだと思いますし、今後もそう

なっていくことでしょう。 

明治以降の日本で最も早く、劇的な変革を実

現したのは、この北九州市だと思います。人々

の移動がそこまで多くはなかった時代、官営八

幡製鐵所の操業を契機に、全国各地から人が集

まり、まちが発展してきました。 

それまで他のまちが経験したことがないこ

とをこのまちは先んじて経験しており、その分、

スローダウンも早かったということではない

でしょうか。あともう何年か経つと、どこのま

ちも北九州市と同じ課題を抱えるようになっ

ているのではと思います。 

先に経験しているからこその目線を、早くか

ら示して、素晴らしいモデル都市になってもら

いたいと切に願っています。 

 
「『凛』としたまち、『良い加減』のまち」 

「凛」は、潔さを含めた言葉と捉えています。

このまちの行政や企業などが進む姿は、「凛」

としていて、このまちで行われている、目標に

向かっていく推進力は非常に大きいものがあ

ると感じています。 

また、暮らしの面では、仕事で東京や海外に

行くことも多々ありますが、あまりにも大きい

まちは疲れを感じやすいです。 

そういう意味で、北九州市は心地よく暮らせ

る「良い加減」のまちと言えます。人口が 100

万人に近い大都市であるにも関わらず、自然に

も恵まれ、物価も高すぎず、暮らしやすい。 

そうなると、普通は何か足りないものがある

ことも多いのですが、空港があり、新幹線のの

ぞみ全便が停まる小倉駅があり、北九州市を本

社とする企業に誇りを持て、本当に様々な面で

利便性が高く、ほどよく暮らせるまちだと感じ

ています。 

文化人類学で言われる「中心と周辺」。中心

ではなく、あえて周辺だからこその満ち足りた

気持ちが似合う北九州市ではないでしょうか。 

 


